
(57)【要約】

【課題】プラットフォーム間の漏れを防止するブレード

を提供する。

【解決手段】本発明のガスタービンエンジンのコンプレ

ッサのブレードは、コンプレッサのロータの周溝に挿入

されるハンマータイプの根元部と、根元部１１と一体に

形成されエーロフォイル部１３を支持するプラットフォ

ーム１２とを有し、プラットフォームが、ロータの軸に

垂直な２つの端部２０、２１と、２つの曲線状のフラン

ク２２、２３とを有する。フランクの曲線は、等式によ

って定義される少なくとも１つの曲線から成り、曲率半

径が最も小さい曲線の点の曲率中心は、バンドＢ内に位

置し、このバンドＢは、プラットフォームの中心に位置

し、かつ平行する直線状の端部２０、２１の間で測定さ

れるプラットフォーム１２の幅Ｄの６０％を占め、曲線

を定義する等式は、数学的関数の意味において、連続的

でありかつ連続する一次導関数を有する。

【選択図】　　　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 タ ー ボ マ シ ン の ロ ー タ の ブ レ ー ド （ １ ０ ） で あ っ て 、 ロ ー タ （ １ ５ ） の 周 溝 （ １ ４ ） に
挿 入 さ れ る ハ ン マ ー タ イ プ の 根 元 部 （ １ １ ） と 、 根 元 部 （ １ １ ） と 一 体 に 形 成 さ れ エ ー ロ
フ ォ イ ル 部 （ １ ３ ） を 支 持 す る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム （ １ ２ ） と を 含 み 、 該 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム
（ １ ２ ） が 、 ロ ー タ の 軸 に 垂 直 な ２ つ の 端 部 （ ２ ０ 、 ２ １ ） と 、 ２ つ の 曲 線 の フ ラ ン ク （
２ ２ 、 ２ ３ ） と を 有 し 、 フ ラ ン ク の 曲 線 が 、 等 式 に よ っ て 定 義 さ れ る 少 な く と も １ つ の 曲
線 か ら 成 り 、 曲 率 半 径 が 最 も 小 さ い 曲 線 の 点 の 曲 率 中 心 が 、 バ ン ド （ Ｂ ） 内 に 位 置 し 、 該
バ ン ド （ Ｂ ） が 、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の 中 心 に 位 置 し 、 か つ 平 行 す る 直 線 状 の 端 部 （ ２ ０ 、
２ １ ） の 間 で 測 定 さ れ る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム （ １ ２ ） の 幅 （ Ｄ ） の ６ ０ ％ を 占 め 、 曲 線 を 定
義 す る 等 式 が 、 数 学 的 関 数 の 意 味 に お い て 、 連 続 的 で あ り か つ 連 続 す る 一 次 導 関 数 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 、 ブ レ ー ド 。
【 請 求 項 ２ 】
　 曲 線 が 接 線 円 の ア セ ン ブ リ か ら な る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ブ レ ー ド （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 曲 線 が 、 螺 旋 、 エ ピ サ イ ク ロ イ ド 、 ま た は サ ー ク ル イ ン ボ リ ュ ー ト 等 の 曲 線 に よ っ て 定
義 さ れ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ブ レ ー ド （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ガ ス タ ー ビ ン エ ン ジ ン の コ ン プ レ ッ サ の ロ ー タ ブ レ ー ド で あ る 、 請 求 項 １ か ら ３ の い ず
れ か 一 項 に 記 載 の ブ レ ー ド 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 タ ー ボ マ シ ン の ロ ー タ へ の ブ レ ー ド の 固 定 に 関 し 、 特 に ガ ス タ ー ビ ン エ ン ジ
ン 用 の 軸 流 コ ン プ レ ッ サ の ロ ー タ ブ レ ー ド に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 タ ー ボ ジ ェ ッ ト エ ン ジ ン に お い て 、 コ ン プ レ ッ サ の 高 圧 段 は 、 一 般 的 に ロ ー タ の 周 溝 内
に 多 数 の ブ レ ー ド を 含 む 。 ブ レ ー ド は 根 元 部 を 有 し 、 そ こ に エ ー ロ フ ォ イ ル （ ａ ｉ ｒ ｆ ｏ
ｉ ｌ ） 部 を 支 持 す る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム が 取 り 付 け ら れ る 。 ブ レ ー ド は 、 い わ ゆ る ハ ン マ ー
根 元 部 タ イ プ の ブ レ ー ド と 言 わ れ 、 ロ ー タ の 周 溝 の 形 状 と 合 う 形 状 を 有 し 、 こ れ が 遠 心 径
方 向 に バ ッ ク ア ッ プ 面 を 形 成 す る フ ラ ン ク を 呈 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ か ら わ か る よ う に 、 従 来 技 術 の コ ン プ レ ッ サ は 、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ２ が 矩 形 で 、 そ
の フ ラ ン ク ３ が ロ ー タ 軸 １ と 平 行 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 コ ン プ レ ッ サ の 改 善 さ れ た ス ル ー プ ッ ト は 、 ブ レ ー ド の ピ ッ チ を 小 さ く し 、 エ ン ジ ン 軸
に 対 す る 傾 斜 角 を 増 大 さ せ た 。 従 っ て 、 図 ２ か ら わ か る よ う に 、 よ り 多 く の 数 の ブ レ ー ド
を 収 容 す る た め に は 、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の フ ラ ン ク を 傾 け る 必 要 が 生 じ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 回 転 軸 １ に 垂 直 に 印 加 さ れ る 、 例 え ば 慣 性 荷 重 お よ び 空 力 荷 重 な ど の 荷 重 に よ り 、 ブ レ
ー ド は 、 エ ー ロ フ ォ イ ル 部 ４ の 長 手 方 向 軸 の 周 り を 枢 動 さ れ る 。 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ２ は 、
図 ３ に 示 す よ う な 位 置 を 取 る た め に 、 相 互 に 摺 動 す る 。 そ し て 、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ２ は 、
最 も 短 い 周 の 寸 法 に 従 っ て 、 す な わ ち 幅 ｌ ’ に 沿 っ て 、 当 初 の 幅 ｌ よ り も 小 さ い ロ ー タ ５
の 面 に 対 し て 積 み 重 ね ら れ る よ う に な る 。 言 い 換 え る と 、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ２ は 、 可 動 中
は ロ ー タ ５ の 面 に 対 し て そ の 最 も 短 い 幅 に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ２ の こ の 摺 動 は 、 ブ レ ー ド の 根 元 部 と そ の ハ ウ ジ ン グ と の 間 に 存 在 す
る 隙 間 、 お よ び プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ２ と そ の ハ ウ ジ ン グ と の 間 に 存 在 す る 隙 間 に よ っ て 可 能
と な る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 こ の 摺 動 に は 様 々 な 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 寸 法 ｌ ’ は 寸 法 ｌ よ り も 小 さ い た め 、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム に 大 き な 隙 間 が 生 じ 、 そ れ が 漏
れ の 原 因 と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ は 、 エ ー ロ フ ォ イ ル 部 ４ の 設 定 角 度 が 増 大 す る 方 向 へ ブ レ ー ド の 回 転 を 促 す た め 、
コ ン プ レ ッ サ の ス ル ー プ ッ ト に と っ て 不 都 合 を 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 根 元 部 が 、 正 し く 収 ま る よ う 構 成 さ れ た 表 面 上 の ハ ウ ジ ン グ 内 に 正 し く 収 ま ら ず 、 表 面
の ハ ン マ リ ン グ 、 お よ び デ ィ ス ク と ブ レ ー ド 根 元 部 内 の 局 所 的 な 荷 重 水 準 の 増 加 を も た ら
す 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 エ ー ロ フ ォ イ ル 部 の 端 部 ２ の 長 さ を 調 整 す る 動 作 中 、 遠 心 荷 重 は 、 ブ レ ー ド を 正
し い 位 置 に 戻 す の に 十 分 で は な い こ と に も 留 意 さ れ た い 。 低 速 で は 、 ブ レ ー ド は 、 枢 動 し
摩 擦 に よ っ て 不 正 な 位 置 に ロ ッ ク さ れ 、 高 回 転 速 度 に な っ て も 正 し い 位 置 に 再 び 戻 る こ と
は で き な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ こ で 、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の フ ラ ン ク に 、 接 線 荷 重 に よ っ て 各 ブ レ ー ド に も た ら さ れ る
同 じ 回 転 に つ い て 、 互 い に ス リ ッ プ し て 接 触 荷 重 が 回 転 と 反 対 に な る よ う な プ ロ フ ァ イ ル
を 与 え よ う と 試 み が 成 さ れ て き た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 米 国 特 許 第 ４ ， ８ ７ ８ ， ８ １ １ 号 明 細 書 に は 、 傾 斜 部 に よ っ て 接 続 さ れ た 、 回 転 軸 に 平
行 で オ フ セ ッ ト さ れ た ２ つ の 直 線 部 を フ ラ ン ク が 含 む プ ラ ッ ト フ ォ ー ム が 記 載 さ れ て い る
。 こ の 解 決 方 法 の 目 的 は 、 エ ー ロ フ ォ イ ル 部 の 回 転 を 減 少 さ せ 、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 同 士 の
ス リ ッ プ を 制 限 す る こ と に よ っ て プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 間 の 漏 れ を 防 止 す る こ と で あ る 。 し か
し 、 各 フ ラ ン ク は 幾 つ か の 機 械 加 工 実 体 を 伴 う た め 、 こ れ に は プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の 困 難 な
機 械 加 工 が 必 要 と な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ４ ， ８ ７ ８ ， ８ １ １ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 こ れ ら の 欠 点 を 改 善 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ の た め 、 本 発 明 は タ ー ボ マ シ ン の ロ ー タ ブ レ ー ド に 関 し 、 ロ ー タ ブ レ ー ド は 、 ロ ー タ
の 長 手 方 向 の 環 状 溝 に 挿 入 さ れ た 根 元 部 と 、 根 元 部 と 一 体 に 形 成 さ れ エ ー ロ フ ォ イ ル 部 を
支 持 す る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム と を 備 え 、 こ の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム は 、 ２ つ の 長 手 方 向 端 部 お よ
び 曲 線 を 形 成 す る ２ つ の 曲 げ ら れ た フ ラ ン ク を 有 し 、 曲 線 は 、 等 式 に よ っ て 定 義 さ れ る 少
な く と も １ つ の 曲 線 か ら 成 り 、 曲 率 半 径 が 最 小 と な る 曲 線 内 の 点 の 曲 率 中 心 は 、 バ ン ド 内
に 位 置 し 、 こ の バ ン ド は 、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の 中 心 に 位 置 し 、 か つ 平 行 す る 直 線 の 端 部 の
間 で 測 定 さ れ る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の 幅 の ６ ０ ％ を 占 め 、 曲 線 を 定 義 す る 等 式 は 、 数 学 的 関
数 の 意 味 に お い て 、 連 続 的 で あ り か つ 連 続 す る 一 次 導 関 数 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の 曲 が っ た フ ラ ン ク の こ の 定 義 に よ り 、 ブ レ ー ド が 正 し く 設 置 さ れ な
く て も 、 ロ ー タ が 回 転 す る と ブ レ ー ド は 自 然 に 正 し い 位 置 に 戻 る 。 さ ら に 、 プ ラ ッ ト フ ォ
ー ム の フ ラ ン ク は 、 単 一 の 機 械 加 工 実 体 で 機 械 加 工 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 は 、 特 に 、 ガ ス タ ー ビ ン エ ン ジ ン の コ ン プ レ ッ サ 用 の ロ ー タ ブ レ ー ド に 関 す る が
、 出 願 人 は 、 本 出 願 の 権 利 の 範 囲 を 限 定 す る こ と を 意 図 し な い 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し 、 本 発 明 に よ る ブ レ ー ド の 好 適 な 実 施 形 態 に 関 す る 以 下
の 説 明 を 用 い る こ と に よ っ て 、 よ り 良 く 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の ブ レ ー ド １ ０ は 、 上 方 に 向 か っ て テ ー パ ー 状 の 長 円 形 の 基
部 を 有 す る た め 、 い わ ゆ る ハ ン マ ー 根 元 部 タ イ プ で あ る 根 元 部 １ １ を 有 し 、 根 元 部 １ １ は
ブ レ ー ド １ ３ を 支 持 す る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム １ ２ と 一 体 に さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 根 元 部 １ １ は 、 コ ン プ レ ッ サ の ロ ー タ １ ５ の 環 状 溝 １ ４ 内 に 挿 入 さ れ 、 そ の 上 面 １ １ ’
は 、 ロ ー タ １ ５ の 回 転 時 に 遠 心 力 に よ っ て 溝 の 内 壁 に 押 し 当 て ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ブ レ ー ド １ ３ を 支 持 す る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム １ ２ の 上 部 １ ７ よ り も 幅 の 狭 い 下 部 １ ６ は 、
ロ ー タ １ ５ の リ ム １ ８ に 対 し て 側 方 に 搭 載 さ れ 、 隙 間 が 形 成 さ れ る 。 隙 間 に よ っ て 、 溝 １
４ 内 の ブ レ ー ド １ ０ の ア セ ン ブ リ が 可 能 と な る 一 方 、 根 元 部 １ １ の 上 面 １ １ ’ が ロ ー タ １
５ の 回 転 時 に 溝 １ ４ の 内 壁 に 接 触 す る ま で 、 ブ レ ー ド １ ０ の 上 昇 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ブ レ ー ド １ ０ の 根 元 部 １ １ お よ び エ ー ロ フ ォ イ ル 部 １ ３ の 幾 何 形 状 を 定 義 す る の が 、 当
業 者 の 義 務 で あ る が 、 本 発 明 は 、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム １ ２ の 形 状 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム １ ２ は 、 上 方 か ら 見 た 平 面 図 と し て 、 ロ
ー タ 軸 に 垂 直 の ２ つ の 直 線 状 の 横 断 方 向 端 部 ２ ０ 、 ２ １ を 有 す る 。 ま た 、 両 端 を 連 結 す る
曲 線 状 の フ ラ ン ク ２ ２ 、 ２ ３ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の １ つ の 目 的 は 、 フ ラ イ ス の 迎 角 を 変 え ず に 、 す な わ ち 単 一 の 機 械 加 工 実 体 を 用
い て 、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム １ ２ の フ ラ ン ク ２ ２ 、 ２ ３ の 機 械 加 工 を 可 能 に す る こ と で あ る 。
従 っ て 、 ブ レ ー ド １ ２ が ブ レ ー ド １ ３ の 長 手 方 向 軸 ６ に 沿 っ て 枢 動 す べ き で な い と い う 背
景 に お い て 、 本 発 明 の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム １ ２ の フ ラ ン ク ２ ２ 、 ２ ３ の 輪 郭 を 描 く 曲 線 は 、
一 定 の 条 件 を 満 た す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 従 っ て 、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム １ ２ の フ ラ ン ク ２ ２ 、 ２ ３ の 輪 郭 を 描 く 曲 線 は 、 以 下 の 条 件
を 満 た す 、 等 式 に よ っ て 定 義 さ れ る １ つ の 曲 線 か ら 、 ま た は 等 式 に よ っ て 定 義 さ れ る 一 組
の 曲 線 か ら 構 成 さ れ な け れ ば な ら な い 。 こ の 条 件 と は 、 曲 線 の 最 も 曲 げ ら れ た 部 分 の 曲 率
中 心 、 す な わ ち 最 も 小 さ い 曲 率 半 径 に 対 応 す る 曲 率 中 心 が 、 直 線 状 の 平 行 す る 端 部 ２ ０ 、
２ １ の 間 で 測 定 さ れ る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム １ ２ の 幅 Ｄ の ６ ０ ％ を 占 め る 、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム
１ ２ の 中 心 の バ ン ド Ｂ 内 に 含 ま れ な け れ ば な ら な い と い う も の で あ る 。 更 に 、 曲 線 は 、 数
学 的 関 数 の 意 味 に お い て 、 連 続 的 で あ り 連 続 す る 一 次 導 関 数 を 伴 う 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 特 に 、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の フ ラ ン ク ２ ２ 、 ２ ３ の 輪 郭 を 描 く 曲 線 は 、 接 線 円 （ ｔ ａ ｎ ｇ
ｅ ｎ ｔ 　 ｃ ｉ ｒ ｃ ｌ ｅ ） の ア セ ン ブ リ に よ っ て 定 義 さ れ て も よ く 、 最 も 半 径 の 小 さ い 円 の
中 心 は 、 上 記 し た バ ン ド Ｂ 内 に あ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 曲 線 は ま た 、 例 示 目 的 に お い て 、 螺 旋 、 エ ピ サ イ ク ロ イ ド （ ｅ ｐ ｉ ｃ ｙ ｃ ｌ ｏ ｉ ｄ ） 、
ま た は サ ー ク ル イ ン ボ リ ュ ー ト （ ｃ ｉ ｒ ｃ ｌ ｅ 　 ｉ ｎ ｖ ｏ ｌ ｕ ｔ ｅ ） な ど の 曲 線 を 用 い て
定 義 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ５ の ３ つ の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム １ ２ が 、 ブ レ ー ド １ ３ の 長 手 方 向 軸 ６ の 周 り を 枢 動 し た
後 を シ ミ ュ レ ー ト す る 図 ６ を 参 照 す る と 、 ブ レ ー ド ア セ ン ブ リ ５ の 面 に 対 す る プ ラ ッ ト フ
ォ ー ム １ ２ に よ っ て 示 さ れ る 幅 Ｌ ’ は 、 正 し く 設 け ら れ た 場 合 の ブ レ ー ド １ ２ に よ っ て 示
さ れ る 長 さ Ｌ よ り も 大 き く 、 す な わ ち 隣 同 士 の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の フ ラ ン ク ２ ２ 、 ２ ３ が
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隣 接 し 、 そ の 端 部 ２ ０ 、 ２ １ が 同 一 直 線 上 に あ る こ と が 分 か る 。 幅 Ｌ ’ は 幅 Ｌ よ り も 大 き
く 、 前 提 部 分 で 述 べ た 通 り 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム は ロ ー タ 回 転 時 に 正 し
い 位 置 に 戻 る 傾 向 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ５ の ３ つ の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム １ ２ が シ ミ ュ レ ー ト さ れ る 図 ７ を 参 照 す る と 、 隣 接 す る
フ ラ ン ク ２ ２ 、 ２ ３ に 沿 っ て 相 互 に 摺 動 し た 後 、 す な わ ち 隣 接 す る も の が 互 い に 同 線 上 を
維 持 す る こ と な く 端 部 ２ ０ 、 ２ １ を オ フ セ ッ ト す る こ と に よ っ て 、 ブ レ ー ド ア セ ン ブ リ ５
の 面 に 対 す る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム １ ２ に よ っ て 示 さ れ る 幅 Ｌ ’ ’ は 、 正 し く 設 け ら れ た ブ レ
ー ド に よ っ て 示 さ れ る 長 さ Ｌ よ り も 大 き い こ と が 分 か る 。 同 様 に 、 こ の 場 合 、 ブ レ ー ド は
ロ ー タ 回 転 時 に 正 し い 位 置 に 戻 る 傾 向 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 に よ る ブ レ ー ド １ ０ の ロ ー タ １ ２ の 周 り の 構 成 は 、 ブ レ ー ド １ ０ が 溝 １ ４ に １ つ
ず つ 挿 入 さ れ 、 一 定 数 の ロ ッ ク で 周 囲 を ブ ロ ッ ク さ れ て い る こ と か ら 、 従 来 の も の で あ る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム １ ２ の 下 部 １ ６ は 、 フ ラ ン ク ２ ２ 、 ２ ３ で 上 部 １ ７ と 隣 接 し
、 端 部 ２ ０ 、 ２ １ で は 上 部 １ ７ の 幅 が 小 さ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 の コ ン プ レ ッ サ の 回 転 軸 に 平 行 な フ ラ ン ク を 有 す る ブ レ ー ド を 下 か ら 見
た 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 技 術 の コ ン プ レ ッ サ の 回 転 軸 に 対 し て 平 行 な フ ラ ン ク を 有 す る ブ レ ー ド を 上
か ら 見 た 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 技 術 の コ ン プ レ ッ サ の 回 転 軸 に 対 し て 傾 斜 し て い る 平 行 な フ ラ ン ク を 有 す る
ブ レ ー ド の 摺 動 を 上 か ら 見 た 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る ブ レ ー ド の 側 方 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の ３ 枚 の ブ レ ー ド を 下 か ら 見 た 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 エ ー ロ フ ォ イ ル 部 の 長 手 方 向 軸 に 沿 っ て 回 転 し た 後 の 、 本 発 明 の ３ 枚 の ブ レ ー ド
を 上 か ら 見 た 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 フ ラ ン ク に 沿 っ て 摺 動 し た 後 の 、 本 発 明 の ３ 枚 の ブ レ ー ド を 上 か ら 見 た 概 略 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ 　 ロ ー タ 軸
　 ２ 、 １ ２ 　 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム
　 ３ 　 フ ラ ン ク
　 ４ 、 １ ３ 　 エ ー ロ フ ォ イ ル 部
　 ５ 、 １ ５ 　 ロ ー タ
　 ６ 　 長 手 方 向 軸
　 １ ０ 　 ブ レ ー ド
　 １ １ 　 根 元 部
　 １ １ ’ 　 上 面
　 １ ４ 　 周 溝
　 １ ７ 　 上 部
　 １ ６ 　 下 部
　 １ ８ 　 リ ム
　 ２ ０ 、 ２ １ 　 端 部
　 ２ ２ 、 ２ ３ 　 フ ラ ン ク
　 Ｂ 　 バ ン ド
　 Ｄ 、 ｌ 、 ｌ ’ 、 Ｌ 、 Ｌ ’ 、 Ｌ ’ ’ 　 幅
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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